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国土交通省 防火材料認定を受けた
(不燃材料認定番号ＮＭ-0700)

Ｓ　　　
モ ーエン アク ア シリーズ

F☆☆☆☆登録商品・学校環境衛生基準適合

特 長

１。 国 土 交 通 省 防 火 材 料 大 臣 認 定 取 得 商 品

（不 燃 材 料 ）

［モーエンアクア］シＵ一ズは、厳しい防火材料試験（不燃

材料）に合格した、他に類を見ないクリヤータイプの水性特

殊ウレタン塗料です。（データ集参照）

※不燃材料上の塗装にて認定を取得しております。不燃材料

以外の材料に塗装を施しても、認定外の仕様となりますので

ご注意ください。

２ 低 ＶＯ Ｃ 、 有 害 難 燃 薬 剤 を 使 用 し な い

安 心 の エ コ ロ ジ ー タ イ プ （超 低 臭 タ イ プ ）F

☆☆☆☆登録はもちろん、厚生労働省指針の特定14 物

質及び、有害難燃薬剤も含んでおりません。ｲ氏ＶＯＣなの

で、イヤな臭いが無く、安心してご使用いただけます。

３ 。木 質 感 が 生 き る ク リ ヤ ー タ イ プ

厚塗りタイプの耐火塗料等は、一般的に濁った塗膜になり

ますが、モーエンアクアの塗膜は透明感があり、木質本来

の持っている質感を損ないません。又、肉持ち感かおり、

二液ウレタン塗装のような高級感が表現できます。（塗装

見本参照）

4｡ 抜 群 の 塗 膜 性 能 と 作 業 性

汚れや傷がつきにくく、壁・室内床に使用が可能です。

乾燥が速く、一液タイプなので作業性が向上します。
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皿画法 第 Ｂ ｓ 粂 捌 １ 項 に お い て 準 用 す る 曾 合 を 含 む ． ３ の 僣 定 に 萬 づ さ 、 同 法
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1. １ 定妻 琴

Ｎ Ｍ 一１ １ ０ｅ

ウ レ タ ン 系 痢 鮨 総 賢 ／ 不 燃 材 料 （ 金 耳 板 を 陣 く ）

3｡ 律 定 を し た 構 造 方法 又 は 蛯 痍 材 料 の 内 容

別 添 の 通 り

キ ャピ タ ルペ イン ト 株式 公 社

心 表戦 等 殴 吋 上 元昭 扱

い る もの と評 画 しま す.

￥ 成15 年IZJIHI

⑤

性 能 評 価 書

皿団,`
茨可 詠

白試験所　
謳 啓

俘

１。 汁　 名

ウレ タ ン系 樹冨 塗 簑／ 不燃lj皿 （ 會馬 娠を 皿《 ） の性 能 坏価

（１・ 町： モ一 エン ア クフ シリ ー 勾

２． 性 能皿 儡’の丿 象条 叉

電亀 慧 雫画 耳rF令弟 心 滉 の ２｛卜 燃 甘 糾１

３． 性 能皿ｉ 乃jlj右

（別 添 ）の とお り

４， 評 価皿 右

皿卜 気 重 二 須 川 怖 琵 室嫡 四 古ｍ ・ 沁 田 喰 洩 皿

５ 。や す ら ぎ の 材 料 木 質 を 積 極 的 に 使 用 可 能 に ！

木質は、癒し効果やリフレッシュ効果等が期待され、室内環境への利用が勧められています。

モーエンアクアの塗装により、可燃物である木材が難燃材料等になるわけではございません

が、不燃材料取得塗料を塗装することが消防側で評価さ れれば、従来防火制約上使用が困難

であった物件においても、木質を使用できる可能性があります。建築基準法内装制限がかか

る現場では、自治体・消防関係へ資料を提出して事前相談の上、承認が必要となります。



ｸﾘﾔｰﾀｲ ﾌ の゚水牲塗料
MOEN AqU Ａ

※ 品　 種

下塗り　モーエンアクア サンディング（Ｆ☆☆☆☆登録番号: Ｋ０３０８８）

上塗り　モーエンアクア クリヤー／半艶消し／全艶消し（Ｆ☆☆☆☆登録番号: Ｋ０３０８９）

※ 用　 途

○ 防火材料（不燃材料）認定建材及び構造物（金属板を除く）　

○ 力べ、フロアー、天丼等の木部内装

（学校、幼稚園、ケアハウス、オフィス、一般住宅、公共物件等）

○ インテリア木製品

※塗 装 方 法

ナイロン刷毛、ローラー、モップ、スプレー

※標 準 塗 装 工 程

【クリヤー仕上げ】

工 程 � 使 用 材 料 � 塗 布 量 � 塗料 配合及び塗装方法 �乾燥時間(20 ℃)

素地研磨 �サンド ペーパー幸１８０～ ２４０
�ノ �　 �ノ

下塗り �モーエン アクア サンディング � ６０ ～ ８０ｇ／ｍ２ �
水で Ｏ ～ ２０％（刷毛 ）

水で ２０ ～ ５０％（スプレ ー） �
２時間

ブ ツ払い �サンドペ ーパ ー井３２０～ ４００
�ノ

� 軽めにおこ なう
�ノ

中塗り �モーエンアクア サンディン グ � ６０ ～ ＢＯｇ／ｍ２ �
水で Ｏ ～ ２０％（刷毛）

水で20 ～50 ％（スプレ ー） �
３時間

研磨 �サンドペ ーパー 井３２ ０～４００
�ノ �　 �ノ

上塗り �
モーエンアクア クリヤー　　(

又は半艶消し ・全艶消 い �
５０ ～ ６０ｇ／ｍ２ � 水

で Ｏ ～ １０％（刷毛）

水で １０ ～２０％ （スプレー） �
一晩

【着色クリ ヤー仕上げ】

工 程 � 使 用 材 料 � 塗 布 量 � 塗料配合及び塗装方 法 �乾燥時間(20 ℃)

素地研磨 �サンドペ ーパー井１８０～２ ４０
�ノ �　 �ノ

着色 �ワンダ ー水性 １液型 各色 � ６０ ～ ８０ｇ／ｍ２ � 原液使用 � ２時間

下塗り �モーエン アクア サンディン グ � ６０ ～ ８０ｇ／ｍ２ �
水で Ｏ～ ２０％（刷毛）

水で20 ～50 ％（スプレ ー） �
２時間

ブ ツ払い �サンドペ ーパー井３２０～ ４００
�ノ

� 軽めにおこなう
�ノ

中塗り �モーエン アクア サンディング � ６０ ～ ８０ｇ／ｍ２ �
水でO ～20 ％（刷毛）

水で20 ～50 ％（スプレー） �
３時間

研磨 �サンドペ ーパ ー井３２０～ ４００
�ノ �　 �ノ

上塗り �
モーエンアクア クリヤー　　(

又は半艶消し・全艶消 い �50 ～60g/m2 �

水で Ｏ～ １０％（刷毛）

水で １０ ～２０％（スプレー） �
一晩

※ 容　 量

15kg 缶 （ 約180m ソ1 回 塗 り ・ サ ン デ ィ ン グ ）

（ 約 ２４０ｍソ １ 回 塗 り ・ クリ ヤ ー ／ 半 艶 消 し ／ 全 艶 消 し ）

3.５ｋｇ 缶 （約 ４２ ｍソ1 回 塗 り ・ サ ン デ ィ ン グ ）

（ 約 ５６ ｍソ １ 回 塗 り ・ クリ ヤ ー ／ 半 艶 消 し ／ 全 艶 消 し ）

○ 塗装可能面積は刷毛 塗り時の目安 であり 、塗装器具や被塗物の形状によって異なり ます

※ 設 計 材 工 価 格 （ 標 準 塗 装 工 程 定 価 ）　3,500

円／ｍ２（新築３００ｍ２以上　下地処理別途）

標準塗装工程塗装見本
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MOEN AqU Ａ

注意事項

●「モーエンアクア」の塗膜そのものは不燃材料認定を取得していますが、これを可燃物の木材

に塗装しても、木材そのものが難燃材料（準不燃材料・不燃材料）になるわけではありません。

しかし、不燃材料認定塗料を塗装することが、消防側で評価されれば従来防火制約上使用が困難

であった物件においても、木質を使用できる可能性があります。従いまして［モーエンアクア］

のカタログ及び国土交通省認定書一式を所轄の消防署へ提出して、確認する事をお勧めします。

● 難燃薬剤を注入した木材（不燃・準不燃木材）は、薬剤の性質上、水性塗料と相性が良くあり

ません。「モーエンアクア」は水性ウレタン塗料ですから、薬剤の影響で同様に塗装不良になり

ます。難燃薬剤を注入した木材への塗装は、弊社へご相談の上、溶剤タイプの「モーエン３シ

リース」をご使用ください。

● 使用後の塗装用具類は、できるだけ早くきれいに水洗いしてください。放置しておきますと、

塗料の性能により水では洗浄しにくくなります。その場合には､アルコール類で洗浄してください。

● 漂白剤・ヤニ抜き剤等が塗布されている材の場合、「モ一エンアクア」を塗装しますと反応によ

り塗装不良となることがありますので、事前にテストをして確認の上ご使用ください。

● ヤ二分の多い材（チーク材等）は、十分にヤニ抜きを行って水洗いをし、乾燥させてから塗装

してください。ヤ二分が残っている場合、密着不良を起こすことがあ０ます。

● 屋内専用塗料ですので、屋外での使用は出来ません。

● 高濃度のアルコールや酸、随時水のかかる場所・高湿度となる場所への塗装は避けてください。

● 塗料は一度凍結してしまうと、解凍をしても充分な性能を発揮しません。ｲ呆管場所に注意して

ください。

● 室温が５七以下または湿度が８０％以上になると、乾燥・硬化が遅れますので、塗装を避ける

か室温・湿度の調整をおこなってください。

● 塗り替えの際には、旧塗膜、ワックス、油分等を除去し、よく研磨をしてから塗装をおこなっ

てください。

● 塗料や洗浄した水等を、下水や河川等に廃棄しないでください。

● 安全面については十分に考慮した塗料ですが､ＳＯＳを必ず読み遵守してください。

カタログ・ＳＤＳの記載内容は、現時点で入手可能な資料に基づいて作成しておりますが、

記載のデータ・評価を保証するものではありません。目的に合うかどうか、必ず事前に試し塗

りをおこなってください。

ｌ ｐ ｌ ＝･=ヤ ピ91L ペ イ ニj卜 林 式 Ｑ 社

(一社)日本塗料工業会正会員・Ｃｏａtings Ｃａｒｅ⑧宣言会社

〒５６９-００５４　 大 阪 府 高 槻 市 若 松 町８番10 号

ＴＥＬ ： ０７２ －６７２－７３ ３０　

０５０ －３７６３ －４ ８４ ８

ＦＡＸ ： ０７ ２－６７２ －７３３６

Ｈ ｏ ｍ ｅｐａｇｅ ：

Ｅ －ｍ ａ 川　 ：

httpｓ://ｗｗｗ.capitalpaint.jpinfo0capitalpaint.jp

2018,06



モ ーエ ンア クア施 工にお ける消防関係実績例

【物件名１】埼玉県入間市 入間幼稚園（保育施設）　 一平成16 年４月－

経緯：　幼稚園の改修工事において、園舎２階保育室の腰板部分に杉の羽目板を施行したが、その際に

床より１ ２０ ｃｍ以上の杉板を使用してしまった為、工事引き渡し前に管轄の消防署より内装

制限上の問題で改善指導があった。

結果：　設計事務所及び施行業者より、モーエンアクアの資料一式を提出して消防関係に説明する。
ｒ

ト

ト
ト
い
｀

国土交通省防火材料認 定書及び試験成績書

ＪＩＳ－Ａ－ １ ３ ２ １防火 肺能試験 における難燃一級合格試験成績書　 他

その結果、管轄の消防署より許可を得て、使用頂いた。

【物件名２】埼玉県行田市 レストラン蔵一山（商業施設）　 一平成16 年12 月－

/’
　
　
　
1

経緯：　古い酒蔵を再利用してレストランに改造する際に、酒蔵の古民家風デザインを活かすため木材

をそのまま使用したところ、酒蔵（倉庫）からの使用変更との事で、埼玉県の土木事務所より

内装制限上の問題で指導があった。

結果：　物件名１の入間幼稚園の場合と同様の資料を提出した結果、県の許可を得た為、使用頂いた

以上のケースにおきまして、

・　モーエンアクアが塗膜としての不燃材料認定を取得している点

・ ＪＩＳ－Ａ－1321 「建築物の内装材料及び工法の難燃性能試験方法」に基づく難燃一級に合

格しており、一般の塗膜と比較して発煙係数（一般塗料６０～７０、モーエンアクア１１～ 工

６）が少なく安全陛に優れている点が評価され、使用を頂いたと考えております。

キャピタルペイント株式会社

【 大 阪 本 社 】

大 阪 府 高 槻 市 若 松 町 ８ 番 １ ０ 号

TEL 072-672-7330

FAX 072-672- ７３３６

Ｈ ｏｍ ｅｐａｇｅ ｈttｐ://ｗ ｗｗ.ｃａｐｉtａｌｐａｉｎt.ip/　　　

Ｅ' ｍ ａｉＩ　 Ｃａｐｉta11 ＠ｓiｒiｕｓ.ｏｃｎ.ｎｅ.jｐ

【東京 駐在所】

千葉 県野田市岩名１－ フフー１４

ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０４-7129-2004



モーエンアクア　 Ｑ４Ａ

不燃材料認定取得の水性塗料「モーエンアクア| に関する皆様からのお問合わせが、数多く寄せ

られております。それらの内容について実例を交えて回答集としてまとめました。皆様のご参考に

なれば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャピタルペイント株式会社

Ｑ１．幼稚園の改築工事物件で、二階内装の羽目板を杉板で施工したところ、所轄の消防署からの

内装制限による改善指導があった。工事はほぼ完成しており、いまさら不燃認可木材でやり直すわ

けにもいかないので困っている。

また､市町村コミュニティセンターの新築工事物件を現在設計中であり、この内装に地場産木材（ス

ギ・ヒノキ）を使用予定だが、内装制限のため建築確認で問題となっている。

「モーエンアクア」を塗装する事で内装制限をクリアできないか？　モーエンアクア塗装で木材の

難燃化け可能なのか？

ＡＬ ｒモーエンアクア」の塗膜そのものは不燃材料認定（ＮＭ-0700）を取得していますが、これ

を可燃物の木材に塗装したからといって木材そのものが難燃材料（準不燃材料･ 不燃材料）になる

わけではありません。しかしながら、「モーエンアクア」を塗装する事により、少なくとも木材の

表面へ難燃性を有する塗膜が形成される為、このことが評価されれば許可を得られる可能性はあり

ます。従って、「モーエンアクア」のカタログ及び国交省認定書一式を関係各所へ提出して確認す

る事をお奨めします。

平成16 年４月埼玉県の幼稚園にて内装制限部分に塗装で許可となった実例をはじめ、全国で同様

例があります。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇

ｑ２．防火塗料の中には木材用のものがあるが、それらは塗膜を極端に厚塗引こしなければならず、

また塗膜ボケにより木目が活かされてないものが多いが、「モーエンアクア」はどのようなものか？

Ａ ２．厚塗りタイプの耐火 塗料や防火塗料は、熱 が当たると発泡して炭化層を形成するものが多い

のですが「モーエンアクア」はこのタイプ ではありません。「モーエンアクア」はJIS- Ａ-1321（1994 ）

に基づく難燃一級試験合格品及び国交省不燃材料認定品として、あくまでも建築塗装現場で一般木

部塗装仕上げが簡単に出来るように設計されております。しかも、その塗膜は全くボケずに木目を

そのまま綺麗に活かして仕上げる事が出来ます。

◇　　 ◇　　 ◇　　 ◇　　 ◇

Ｑ３．着色（染色）仕上げはどのようにするのか？

Ａ３．「モーエンアクア」は下塗りも上塗りもクリヤーの為、着色する場合は木材へ直接下地着色

としてJIS 難燃一級試験合格品「ワンダー水性１液型（各色）」を塗装してください。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇

Ｑ４．不燃木材や準不燃木材への「モーエンアクア」塗装はできるのか？

Ａ４．難燃薬剤を加圧注入した木材（不燃・準不燃など）は基本的に水性塗料と相性が悪いとされ

ております。「モーエンアクア」も水性ウレタンなので同様に塗装は出来ません。

その場合は、溶剤タイプのウレタン難燃性塗料「モーエン３」をご使用ください。
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